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は し が き

1社団法人日本溶接協会鉄鋼部会技術委員会では，先にJC委ならびPC小委

員会により，鋼板の溶接割れ感受性をP。、値としてWES135に採り入れ・

る作業を終了した。

　次に鋼板の溶接性を考える上で未解決の重要な問題として溶接ボンド部の

脆性破壊発生特性を判定するための規準確立が挙げられている．

　そこで引続いてBE委員会（Bond　Embrittlement）　が組織され，この

問題解決を目標に昭和47，48年度にわたって溶接ボンド部の曲げCOD試

験を中心とした共同研究が中立機関，施工機関，鉄鋼メーカー各杜において

分担実施された。

　研1究結果は同委員会内に組織されたW．G小委員会において以後検討され，

本綜合報告書として取りまとめられた。

　なおBE委員会ならびにWG小委員会の構成を次に示す．
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1．緒 自

1．1本委員会の目的

　近年の溶接構造物の大型化にともなって，使用される鋼材とその溶接法には著しい進歩がみられ，高張力鋼や大入熱溶接法の採

　用が広く行われるようになった。しかし一方では，いわゆるボンド脆化という現象が，構造物の脆性破壊に対する安全性を配慮す

　る上で重要な課題とされてきている。一般に構造物の溶接継手は，脆性破壊の発生が特に憂慮されるが，ボンド部は溶接継手にお

　いて最も材質が劣化する部分である。従って，現状の各種溶接継手が脆性破壊の発生に対してどの程度の安全性をもつているかを

　明らかにすると同時に，材料や溶接法の合理的選択，あるいは施工および欠陥管理などの指針となるべき，溶接継手ボンド部の材

　質判定基準の確立が強く望まれている。

　本委員会は以上の状況にかんがみ，脆性破壊発生特性からみた溶接継手ボンド部の材質判定法を，C　O　D試験を中心とする系統

　的な共同研究によって検討することを目的とした。現用の各種構造用鋼板にできるだけ多くの溶接法を適用し，そのボンド部の靱

　性を系統的に調査した。脆性破壊発生特性を求めるために採用した曲げC　O　D試験は，力学的意義を持つ特性を求めるための比較

　的小型な試験法として，最近有望視されているものの一つである。しかしながら，実用上の観点からは，　シャルピ衝撃特性によ

　る材質判定が望まれるので，本委員会は，曲げC　O　D試験によつて得られる脆性破壊発生特性とシャルピ衝撃特性の相関を検討

することを主要な目的とした。

1．2本委員会の経過

　　本委員会の第1年次（47年度）は，HT80およびHT60に関する共同実験を実施した。その細目を表1．2．1に示す。

　　第2年次（48年度）は，HT50および軟鋼に関する共同実験を実施した。その細目を表1、2．2に示す。

　　第3年次（49年度）は，第1年次および第2年次の共同実験データを整理し，材質判定法を検討した。この作業は，ワーキン

　ググルーブが主に担当した。

　　委員会およびワーキンググループの開催状況を，表1．2．3に示す。

1．3本報告書について
　　本委員会の共同研究を通じて，彪大なデータが集積された。データの書式は本報告書の附録2に示すとおりであるが，本報告書

　にすべてのデータを記載することは不可能であったので，材質判定法を検討するに必要なデータに限定した。原データは日本溶接

　協会に保管してあるので，適宜役に立てていただきたい。

表1．2．1　第1年次（47年度）共同研究 表1．2．2　第2年次（48年度）共同研究

鋼種

HT80

HT60

溶接法

手アーク

サブマージ

M　I　G

手アーク

サブマージ

エレガス

C　O2

担 当 者

三菱重工業，神戸製鋼所，川崎製鉄，
住友金属工業，石川島播磨重工業

日本製鋼所，東京大学，神戸製鋼所
川崎製鉄，住友金属工業

神戸製鋼所，住友金属工業

日本鋼管，新日本製鉄

日本鋼管，神戸製鋼所，新日本製鉄

トーヨーカネツ，日本鋼管

川崎重工業，　（東京大学）

（　）内はCOD試験担当者

鋼種

HT50

軟　鋼

溶接法

手アーク

サブマージ

エレガス

CO2

C　E　S

手アーク

S　A　W

エレガス

C　E　S

担 当 者

日本鋼管，新日本製鉄

名古屋大学，川崎製鉄，
住友金属工業，新日本製鉄

日本鋼管，トーヨーヵネッ
（東京大学）

名古屋大学

川崎製鉄，住友金属工業，
石川島播磨重工業，　（東京工業大学）

新日本製鉄

住友金属工業

神戸製鋼所，住友金属工業

石川島播磨重エ業，　（東京大学）
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表1．2．3　委員会開催状況

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

W・G
（1）

W・G
｛2、

10

開　催　日

47．　5．18

47．　6．　6

47．　8．10

47．　9．28

47．　11．　10

47．　11．　30

48．　2．　6

48．　3．19

48、　6．18

48．　7．27

48．　9．28

48．　11．　26

49．　1．17

開催場所
竜　名　館

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

鉄鋼会館

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

参加者数

12

23

22

23

23

24

21

16

24

22

11

7

23

主 な 議 題

O　B　E委員会設立の準備，O　B　E委員会共同研究方案

O　予備試験方案検討

O　CODアプ・一チと溶接構造物における各種欠陥の破壊力学的
　　評価について

O　溶接部COD試験方法（案）

0　2Vシャルピ試験とDeepNotch　Testとの相関について（第1報）

O
O

O

2Vシャルピ試験とDeeDNotch　Testの相関について（第2報）

シャノレピ試験とデイープノッチ試験の相関データ

80k9／π孟級高張力鋼溶接部のCOD試験方案

o　HT50～HT80のvTs値からの〔Ti〕c＿40の推定結果（3種類）

O　vTsから〔Ti〕σ，40の推定結果

○　溶接ボンド部の表面切欠からの脆性破壊

O　ボンドの切欠位置の相違が脆性破壊発生特性に及ぼす影響

O　共同試験研究の各社分担と予定

O　溶接継手に必要な靱性について

O　各社の予定表

O　ボンド部COD試験結果の報告

O　共同研究結果報告（2件）

O　ボンド脆化とCO　Dに関する研究報告

0　共同試験中間報告（8件）

0　48年度共同試験アンケート報告

O

O

O
O

O
O
O

80k9／班煮級高張力鋼板K－TEN80のC　O　D試験結果

HT80ボンド部材質判定試験案

HT80大型試験結果

48年度共同研究について

静的曲げ試験とDeep　notch　Testとの相関に対する参考資料

HW70（2U－Ul　tra）鋼板の母材および

ボンド部の限界COD値

O　共同試験のまとめについて

O　溶接ボンド部の材質判定について（素案）

O　BE委員会共同研究データシート集

o　静的曲げ試験から求めた〔Ti〕c＿40とvTs　の相関について（図）

0　47年度BE委員会共同研究データー覧

0　共同研究まとめ結果

O　　Study　of　br　i　t　t　le　f　rac　ture　i　n　i　t　i　a　t　i　on　f　rom

　　su　r　f　a　ce　no　t　ch　i　n　we　l　ded　∫us　i　on　l　i　ne

O　溶接ボンド部表面切欠からの脆性破壊発生に関する一考察

○　　〃　　　　　　〃　　　　破壊に及ぼす諸因子の影響

○　　〃　　　　　〃　　　脆性破壊

一2一



回数

10

W・G
（31

11

W・G
（4）

W・G
（5）

W・G
（6）

W・G
（7）

W・G
r8）

W・G
（9）

開催　日

49．　1．17

49．　2．12

49．　5．17

49．　9．11

49．　10．　14

49．　11．　11

50．　3、12

50．　3．25

50．　4．23

開催場所

私学会館

私学会館

竜　名　館

私学会館

竜　名　館

竜　名　館

東大船舶会議室

私学会館

私学会館

参加者数

23

14

19

10

9

9

7

10

9

主 な 議

O　BE委員会共同研究データー覧

0　脆性破壊発生特性からみた高張力鋼溶接継手のボンド部材質評価

　について

O　W・Gの報告
○　溶接ボンド部のデータ整理結果

O　共同研究データシート集（Kc値線）

0　静的曲げ試験から求めた〔Ti〕c＿40との相関について

O　デイープノッチによる評価

0　ρ＋による評価

O　Burdekin方式

O　Ty　評価

0　48年度共同研究の報告（6件）

O　W・Gの報告

O　Ty評価とシャルピー衝撃特性

0

0
0
0
0

共同研究報告

COD説による溶接ボンド部靱性評価

〔Ti〕c＿40とvTsから求めた〔Ti〕c＿40との関係

ρ＋アプローチによる整理

共同研究まとめについての試案

O
O
O
O
O

Kc値線データシート集（48年度分）

ρ＋アプローチによる整理etc

Ty評価によるデータ整理（48年度分）

溶接ボンド部シャルピvTsの推定の一方法

HT80鋼ボンドシャルピvTsとCooling　time

O　COD説による溶接ボンド部靱性評価

O　ρ＋アプローチによる整理

O　Ty評価によるデータ整理

O　綜合まとめについて（まとめの担当）

○　綜合まとめについて案の検討

O　綜合まとめについて（再）
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